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令
和
７
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

謹
ん
で
年
頭
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
及
び
消
防
関
係
の
皆
様
に
は
、
御
家

族
共
々
健
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
は
当
協
会
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、

皆
様
か
ら
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も

関
係
各
位
か
ら
の
御
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

各
種
事
業
を
通
じ
て
市
民
の
「
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
引
き

続
き
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

近
年
は
「
災
害
大
国
日
本
」
と
言
わ
れ
、

各
地
で
自
然
災
害
が
多
発
し
、
人
命
に
危

険
が
及
ぶ
よ
う
な
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

昨
年
の
日
立
市
内
は
、
大
き
な
自
然
災

害
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
企
業
の

火
災
や
、
放
火
に
よ
る
火
災
が
多
発
し
、

不
安
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

当
協
会
は
、
本
年
も
一
層
の
熱
意
を
も
っ

て
地
域
の
防
火
防
災
に
全
力
で
取
り
組
む

所
存
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
よ
り
一
層
の
御
支
援
、
御
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
年

頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
挨
拶日

立
市
防
災
協
会

 

会
長　

宮
内　

博

謹謹  

賀賀  

新新  

年年

（南部消防署消防オータムフェス）
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日
立
市
防
災
協
会
会
報
も
今
回
で

第
119
号
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
119
と

い
う
数
字
に
ふ
さ
わ
し
く
、
今
回
は

緊
急
時
に
欠
か
せ
な
い
「
119
番
通
報
」

に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

日
立
市
に
お
い
て
も
、
災
害
や
事

故
に
備
え
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
正

し
い
知
識
と
判
断
力
を
持
つ
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
119
号
と
119
番

通
報
、
こ
の
「
119
」
と
い
う
数
字
が

重
な
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
改
め

て
防
災
意
識
を
高
め
、
何
か
起
き
た

際
に
は
迅
速
に
行
動
で
き
る
準
備
を

整
え
る
機
会
と
し
ま
し
ょ
う
。

●
119
番
通
報
と
は
？

119
番
通
報
は
、
日
本
全
国
で
消
防

車
・
救
急
車
が
必
要
な
と
き
に
用
い

ら
れ
て
い
る
緊
急
通
報
番
号
で
す
。

火
災
や
交
通
事
故
、
急
病
な
ど
、

命
に
関
わ
る
緊
急
事
態
が
発
生
し
た

際
に
、
誰
で
も
す
ぐ
に
利
用
で
き
る

よ
う
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
119
番
通
報
が
誕
生
し
た
背
景

に
は
、
災
害
時
の
迅
速
な
対
応
を
可

能
に
す
る
た
め
の
社
会
的
要
請
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
119
と
い
う
番
号

自
体
も
覚
え
や
す
く
、
緊
急
時
に
す

ぐ
に
頭
に
浮
か
ぶ
シ
ン
プ
ル
な
も
の

に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

携
帯
電
話
が
普
及
し
た
今
で
は
、

さ
ら
に
利
用
し
や
す
く
な
り
、
地
域

や
住
民
に
と
っ
て
大
切
な
命
綱
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
119
番
の
正
し
い
使
い
方

119
番
通
報
を
利
用
す
る
際
、
い
く

つ
か
の
基
本
的
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
。

ま
ず
、
正
確
な
住
所
や
状
況
を
伝

え
る
こ
と
、
落
ち
着
い
て
話
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
緊
急
時
で
あ
っ

て
も
、
冷
静
に
現
在
地
や
怪
我
の
程

度
を
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
消
防
隊
や

救
急
隊
が
最
適
な
対
応
を
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
い
た
ず
ら
の
通
報
に
罰
則

が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
も
、
119
番
通

報
の
信
頼
性
と
公
共
性
を
守
る
た
め

で
す
。
適
切
な
利
用
を
心
が
け
、
必

要
な
と
き
に
す
ぐ
に
頼
れ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

●
災
害
時
に
備
え
る
119
番

日
常
生
活
だ
け
で
な
く
、
大
規
模

災
害
時
に
も
119
番
通
報
の
重
要
性
は

増
し
ま
す
。
地
震
や
台
風
と
い
っ
た

自
然
災
害
時
に
は
、
多
く
の
通
報
が

集
中
す
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
冷
静

に
状
況
を
判
断
し
、
本
当
に
必
要
な

時
の
み
119
番
を
利
用
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
に
は
電
話
が
つ
な

が
り
に
く
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
た

め
、
家
族
や
地
域
で
の
避
難
計
画
や

応
急
処
置
の
基
本
を
共
有
し
て
お
く

こ
と
も
防
災
対
策
と
し
て
有
効
で
す
。

●
最
後
に

119
番
通
報
は
、
私
た
ち
の
命
を
守

る
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
す
。
そ

の
使
い
方
を
正
し
く
理
解
し
、
い
ざ

と
い
う
時
に
備
え
て
お
く
こ
と
で
、

安
心
で
安
全
な
地
域
社
会
を
築
く
一

歩
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
日
立
市
で
は
新
し
い
119
番

通
報
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、「
119
番
映

像
通
報
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
を
開
始

し
ま
し
た
。

「
119
番
映
像
通
報
シ
ス
テ
ム
」
と
は
、

緊
急
時
に
119
番
通
報
を
行
う
際
、
音

声
通
話
に
加
え
て
映
像
を
活
用
す
る

「「
119119
号
」
だ
か
ら
こ
そ
考
え
た
い

号
」
だ
か
ら
こ
そ
考
え
た
い

「「
119119
番
通
報
」
の
重
要
性

番
通
報
」
の
重
要
性

119119
番
映
像
通
報
シ
ス
テ
ム

番
映
像
通
報
シ
ス
テ
ム
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こ
と
で
、
よ
り
迅
速
か
つ
正
確
な
状

況
把
握
を
可
能
に
す
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。日

立
市
消
防
本
部
で
は
、
令
和
６

年
４
月
１
日
か
ら
119
番
映
像
通
報
シ

ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
通
信
指
令
員
が

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用
し
た
119
番

通
報
者
に
対
し
て
動
画
の
送
信
を
依

頼
し
、
消
防
隊
等
が
到
着
す
る
前
に

現
場
の
状
況
を
消
防
本
部
の
指
令
室

で
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

119
番
通
報
者
へ
の
正
確
な
口
頭
指

導
が
実
現
し
、
よ
り
確
実
な
消
防
・

救
急
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

119
番
通
報
の
際
、
通
信
指
令
員
が

必
要
と
判
断
し
た
時
に
映
像
通
報
シ

ス
テ
ム
使
用
に
つ
い
て
の
御
協
力
を

お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

映
像
送
信
に
か
か
る
通
信
料
は
通
報

者
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
皆
様
の
御

理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
６
年
６
月
27
日
（
木
）
に
桜

川
市
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
第
41
回
茨
城
県
危
険
物
安
全
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

大
会
に
は
、
県
議
会
議
長
、
茨
城

県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
幡
谷
会

長
、
そ
し
て
桜
川
市
長
等
が
出
席
し

ま
し
た
。

表
彰
を
受
賞
す
る
各
事
業
所
代
表

者
及
び
個
人
受
賞
者
の
合
わ
せ
て

１
１
５
名
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

当
協
会
の
宮
内
会
長
が
「
一
般
財

団
法
人
全
国
危
険
物
安
全
協
会
理
事

長
表
彰
」
を
受
賞
し
、
そ
の
ほ
か
、

１
事
業
所
、
１
名
の
方
が
受
賞
し
ま

し
た
。

大
会
は
、
滞
り
な
く
進
み
、
危
険

物
施
設
か
ら
の
災
害
を
未
然
に
防
止

し
、
社
会
公
共
の
安
全
を
確
保
す
る

「
大
会
宣
言
」
を
も
っ
て
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

危
険
物
保
安
功
労
個
人
の
部

・（
株
）
宮
内
石
油

　

宮
内　
　

博

（
敬
称
略
）

安
全
功
労
団
体
の
部

・
エ
ム
ビ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
日
本
（
株
）

優
良
危
険
物
取
扱
者

・（
株
）日
本
化
学
研
究
所　

茨
城
工
場

中
山　

和
一

受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様
、
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
協
会
の
会
員
事
業
所
を
対
象
と

し
た
、
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

を
、
令
和
６
年
６
月
27
日
（
木
）、
28

日
（
金
）
に
、
消
防
本
部
に
お
い
て

開
催
し
ま
し
た
。

宮内会長とエムビー・サービス日本（株）
鈴木様（写真左）

119番映像通報システ
ム運用中日立市ホーム
ページ

詳しくは、こちらから
ご覧ください。

茨
城
県
危
険
物
安
全
大
会

茨
城
県
危
険
物
安
全
大
会

（
一
財
）
全
国
危
険
物

（
一
財
）
全
国
危
険
物

安
全
協
会
理
事
長
表
彰

安
全
協
会
理
事
長
表
彰

（
公
社
）
茨
城
県
危
険
物

（
公
社
）
茨
城
県
危
険
物

安
全
協
会
連
合
会
長
表
彰

安
全
協
会
連
合
会
長
表
彰

防
火
管
理
講
習
会
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（
一
財
）
日
本
防
火
・
防
災
協
会
か

ら
講
師
を
迎
え
、
二
日
間
の
日
程
で

防
火
意
識
の
向
上
と
災
害
予
防
の
強

化
を
目
的
に
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
本
講
習
で
は
防
火
管
理
者
と
し

て
必
要
な
知
識
や
技
能
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、
初
期
消
火
の
方
法
や
避
難

誘
導
の
手
順
な
ど
実
践
的
な
内
容
が

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
審
査
会
を
９

月
13
日
（
金
）
に
消
防
本
部
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
市
内
の
小
中
学
校
か
ら

２
９
１
点
の
応
募
が
あ
り
、
小
学
生

低
学
年
の
部
、
小
学
生
高
学
年
の
部
、

中
学
生
の
部
の
３
部
門
に
お
い
て
審

査
を
行
い
、
当
協
会
か
ら
は
、
宮
内

会
長
と
小
野
﨑
副
会
長
が
審
査
員
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。

各
部
門
か
ら
４
点
選
出
さ
れ
た
合

計
12
点
の
優
秀
作
品
は
、
９
月
21
日

（
土
）
２
０
２
４
市
民
生
活
安
全
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
及
び
11
月
８
日
（
金
）

か
ら
18
日
（
月
）
ま
で
ヒ
タ
チ
エ
地

下
１
階
の
フ
ー
ド
コ
ー
ト
に
展
示
さ

れ
、
訪
れ
た
方
々
に
火
災
予
防
を
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

ま
た
、
優
秀
作
品
は
茨
城
県
幼
少

年
女
性
防
火
・
防
災
委
員
会
が
主
催

す
る
、「
第
42
回
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
」
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

金
賞　

塙
山
小
３
年 

續つ
づ
き
ば
し橋 

廉れ
ん

銀
賞　

宮
田
小
３
年 

箱は
こ
だ田 

希こ

の

あ
望
愛

銅
賞　

日
高
小
３
年 

小こ
ば
や
し林 

侑ゆ
う
せ
い世

佳
作　

坂
本
東
小
３
年 

原は
ら 

穂ほ

の

か
乃
華

金
賞　

日
高
小
４
年 

山や
ま
ざ
き﨑 

洵じ
ゅ
な奈

銀
賞　

日
高
小
５
年 

鈴す
ず
き木 

美み
あ
か朱

銅
賞　

成
沢
小
６
年 

鈴す
ず
き木 

愛あ
い
る琉

佳
作　

宮
田
小
６
年 

川か
わ
の
べ

野
邊 

秋あ
き
と斗

小
学
生
　
低
学
年
の
部
（
敬
称
略
）

小
学
生
　
高
学
年
の
部
（
敬
称
略
）

火
災
予
防ポ

ス
タ
ー
審
査
会

講習の様子

審査の様子
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中
学
生
の
部
（
敬
称
略
）

金
賞　

豊
浦
中
１
年 

渡わ
た
な
べ邉 

湊み
な
と士

銀
賞　

駒
王
中
３
年 

保ほ
し
な科 
心こ
こ
あ愛

銅
賞　

豊
浦
中
１
年 

熊く
ま
た田 

聖せ
い
や弥

佳
作　

駒
王
中
３
年 

薄う
す
い井 

和か
ず
ま
さ優

令
和
６
年
９
月
21
日
（
土
）
に
日

立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
新
都
市
広
場

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
立
市
長
を
は
じ
め
、
市
議
会
議

員
や
日
立
警
察
署
長
等
が
参
加
す
る

中
、
宮
内
会
長
が
閉
式
の
こ
と
ば
を

行
い
ま
し
た
。

防
災
・
防
犯
・
交
通
安
全
を
テ
ー

マ
に
し
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、

多
く
の
親
子
連
れ
な
ど
が
来
場
し
、

多
く
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
を
体
験

し
て
、
安
全
意
識
を
高
め
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

当
協
会
で
は
、
会
員
事
業
所
で
あ

る（
株
）太
陽
防
設
様
の
協
力
を
得
て
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
や
消
火
器
等
の

展
示
を
行
い
、
市
民
へ
住
宅
防
火
意

識
の
高
揚
と
、
防
災
機
器
設
置
促
進

を
図
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
10
月
30
日
（
水
）
に
日

立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
音
楽
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
第
１
回
目

の
日
立
市
防
災
協
会
防
災
研
修
会
を

行
い
ま
し
た
。

講
師
に
危
険
物
保
安
技
術
協
会
業

務
部
長
の
江
口
真
様
を
迎
え
、
危
険

物
施
設
に
お
け
る
、
危
険
物
の
取
扱

い
や
、
様
々
な
原
因
が
考
え
ら
れ
る

事
故
に
対
す
る
防
止
策
な
ど
、
危
険

物
取
扱
者
向
け
の
研
修
を
行
い
ま
し

た
。ま

た
、
安
全
管
理
や
最
新
法
令
に

つ
い
て
の
講
義
な
ど
、
実
務
に
役
立

つ
知
識
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

講
師
に
よ
る
様
々
な
事
故
事
例
の

紹
介
に
よ
り
、
参
加
者
は
日
常
業
務

で
の
安
全
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、

リ
ス
ク
管
理
の
必
要
性
を
再
認
識
す

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

会長の閉式のことば

講師の江口様集合写真

当協会の住宅用防災機器展示ブース

防

災

研

修

会

市
民
生
活
安
全

　
　フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

市
民
生
活
安
全

　
　フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

20242024
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令
和
６
年
11
月
８
日
（
金
）
に
火

災
予
防
駅
前
街
頭
広
報
を
行
い
ま
し

た
。秋

の
晴
天
に
も
恵
ま
れ
清
々
し
い

朝
に
、
宮
内
会
長
以
下
、
役
員
８
名

が
参
加
し
、
消
防
本
部
予
防
課
、
多

賀
消
防
署
の
協
力
の
も
と
、
J
R
常

陸
多
賀
駅
前
で
通
勤
や
通
学
を
し
て

い
る
方
に
、
火
災
予
防
啓
発
品
と
し

て
マ
ス
ク
と
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
配
布
し
、
火
災
予
防
の
ぼ
り
旗
や

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
を
使
用
し
て
火
災

予
防
を
訴
え
ま
し
た
。

令
和
６
年
11
月
12
日
（
火
）
に
日

立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
音
楽
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
た
、
日
立
市
社
会
福
祉
協

議
会「
ふ
く
し
の
つ
ど
い
」に
お
い
て
、

当
協
会
が
福
祉
功
労
者
顕
彰
を
受
賞

し
、
宮
内
会
長
が
表
彰
状
を
受
領
し

ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
福
祉
向
上
に
尽
力

し
た
方
々
へ
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表

す
た
め
に
顕
彰
し
て
い
ま
す
。

当
協
会
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

が
行
う
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

宅
な
ど
を
訪
問
す
る
巡
回
安
全
サ
ー

ビ
ス
事
業
に
、
毎
年
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
11
月
19
日
（
火
）
に
実

施
し
ま
し
た
。

消
防
本
部
と
多
賀
・
南
部
各
消
防

署
か
ら
推
薦
さ
れ
た
４
事
業
所
を
対

象
に
、
久
慈
濱
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
、

予
防
課
員
の
協
力
に
よ
り
、
各
事
業

所
の
施
設
及
び
消
防
用
設
備
等
の
維

持
管
理
状
況
等
を
審
査
し
ま
し
た
。

審
査
会
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
事
業
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
日
立
礦
油
（
株
）

日
立
南
イ
ン
タ
ー
給
油
所　

様

・
社
会
医
療
法
人　

愛
宣
会

ひ
た
ち
医
療
セ
ン
タ
ー　

様

・
学
校
法
人
小
野
学
園

諏
訪
か
お
る
幼
稚
園　

様

・
マ
ル
イ
ア
ド
バ
ン
ス
（
株
）　

様

厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
全
て
の

事
業
所
様
が
優
良
で
し
た
。

４
事
業
所
様
、
審
査
員
の
皆
様
、

お
忙
し
い
中
、
御
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

美
化
・
安
全
審
査
会

駅
前
街
頭
広
報

集合写真

マスク・ポケットティッシュの配布

福
祉
功
労
者
顕
彰
受
賞

福
祉
功
労
者
顕
彰
受
賞

宮内会長集合写真

日立礦油（株）日立南インター給油所様
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新
年
名
刺
交
換
会

日
時
＝
令
和
７
年
１
月
７
日
（
火
）

　
　
　

午
後
４
時
か
ら
５
時

会
場
＝
ホ
テ
ル
天
地
閣

主
催
＝
日
立
市
･
日
立
商
工
会
議
所

日
立
市
消
防
出
初
式

日
時
＝
令
和
７
年
１
月
12
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
か
ら
11
時
ま
で

場
所
＝
日
立
市
消
防
拠
点
施
設

　
　
　

防
災
広
場

甲
種
・
乙
種
防
火
管
理
併
催
講
習

〇
講
習
日
＝
令
和
７
年
２
月
20
日（
木
）

２
月
21
日（
金
）

会
場
＝
日
立
地
区
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

定
員
＝
70
人

受
付
＝（
一
財
）日
本
防
火
・
防
災
協
会

受
付
期
間

令
和
７
年
１
月
８
日
（
水
）
か
ら

１
月
15
日
（
水
）
ま
で

問
合
せ
先

（
一
財
）
日
本
防
火
・
防
災
協
会

電
話
０
３
‒
６
２
６
３
‒
９
９
０
３

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

〇
講
習
日
＝
令
和
７
年
２
月
13
日（
木
）

会
場
＝
鹿
嶋
勤
労
文
化
会
館

種
別
＝
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
・
一
般

受
付
期
間

令
和
７
年
１
月
16
日
（
木
）
か
ら

１
月
23
日
（
木
）
ま
で

〇
講
習
日
＝
令
和
７
年
２
月
20
日（
木
）

会
場
＝ 

ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ

会
館
（
県
立
県
民
文
化
セ

ン
タ
ー
）

種
別
＝
一
般
・
給
油
取
扱
所

受
付
期
間

令
和
７
年
１
月
23
日
（
木
）
か
ら

１
月
30
日
（
木
）
ま
で

問
合
せ
先

（
公
社
）
茨
城
県
危
険
物

安
全
協
会
連
合
会

電
話
０
２
９
‒
３
０
１
‒
７
８
７
８

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

第
５
回
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習

〇
受
講
開
始
日
＝
令
和
７
年
２
月
５

日
（
水
）
か
ら
１
か
月

受
講
方
法
＝
受
講
者
が
各
自
の
Ｐ

Ｃ
等
で
受
講

種
別
＝
全
種
別
（
一
般
・
給
油
取

扱
所
・
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
）

受
付
期
間

令
和
７
年
１
月
15
日
（
水
）
か
ら

１
月
22
日
（
水
）
ま
で

問
合
せ
先

（
公
社
）
茨
城
県
危
険
物

安
全
協
会
連
合
会

電
話
０
２
９
‒
３
０
１
‒
７
８
７
８

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

〇
講
習
日
＝
令
和
７
年
１
月
29
日

（
水
）、
30
日
（
木
）

会
場
＝
茨
城
県
市
町
村
会
館

受
付
期
間

令
和
７
年
１
月
７
日
（
火
）
か
ら

１
月
20
日
（
月
）
ま
で

問
合
せ
先

（
公
社
）
茨
城
県
危
険
物

安
全
協
会
連
合
会

電
話
０
２
９
‒
３
０
１
‒
７
８
７
８

せ

ら

し

お
講
習
会
・
試
験
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新
規
会
員
募
集
に
つ
い
て

当
協
会
で
は
、
新
規
会
員
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
お
声

か
け
に
つ
き
ま
し
て
、
御
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

入
会
に
つ
い
て

・
住
友
化
学
（
株
）
茨
城
工
場　

様

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

退
会
に
つ
い
て

・（
株
）
ア
ト
リ
エ
新
樹　

様

・（
株
）
川
井
石
油　

様

・
レ
ス
ト
ラ
ン
清
海　

様

・
医
療
法
人
仁
愛
会　

　
　

日
立
お
お
み
か
病
院　

様

・
い
わ
ぶ
ち
印
刷
所　

様

長
い
間
、大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

防
火
管
理
講
習
受
講
料
の
助
成
申

請
は
お
済
み
で
す
か
。

当
協
会
で
は
、
日
立
市
内
で
実
施

す
る
防
火
管
理
講
習
（
企
業
講
習
・

再
講
習
を
除
く
。）
受
講
料
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。
助
成
に
は
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
が

お
済
み
で
な
い
方
は
事
務
局
ま
で
問

合
せ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
０
２
９
４
‒
２
２
‒
０
７
２
７

【
助
成
対
象
と
な
る
講
習
（
１
月
１
日

現
在
）】

日
立
地
区
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で

実
施
し
た
次
の
甲
種
又
は
乙
種
防
火

管
理
講
習
会

・
令
和
６
年
９
月
19
日（
木
）、20
日（
金
）

・
令
和
６
年
11
月
７
日（
木
）、８
日（
金
）

令
和
６
年
の
市
内
で
発
生
し
た
火

災
の
多
く
は
住
宅
か
ら
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

火
気
の
適
正
な
取
扱
い
、
電
気
機

器
及
び
コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
点
検
を
行

う
と
と
も
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

や
住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す
る
な
ど

し
て
、
火
災
予
防
に
御
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器

あ
な
た
の
家
に
は
付
い
て

い
ま
す
か
？

火
災
は
突
然
発
生
し
、
貴
重
な
命

や
財
産
を
奪
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
、
初
期
段
階
で
火
災
を
発
見

す
る
こ
と
が
、
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
鍵
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
警
報
器

は
煙
や
熱
を
感
知
し
、
早
期
の
発
見

に
つ
な
が
り
ま
す
。

条
例
に
よ
り
、
す
べ
て
の
住
宅
に

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、

ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
取
り
付
け
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
設
置
か
ら
10
年
以
上
が
経

過
し
て
い
る
場
合
、
電
池
の
寿
命
や

電
子
部
品
の
劣
化
な
ど
に
よ
り
作
動

し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
定
期
的

な
点
検
と
、
10
年
経
過
を
目
安
に
本

体
の
取
り
換
え
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

火
災
か
ら
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、

対
策
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

事
務
局
か
ら

住
宅
火
災
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

を設置することで

火災による被害が します！
設置していない場合と比べると

死者数と損害額は 、焼損床面積は
参照：令和元年から令和３年までの住宅用火災警報器設置効果（総務省消防庁）

火事です
！火事で

す！！

住宅用火災警報器を設置すると、火災が発生
しても早期に気付き被害を拡大させないこと
や自分や家族の身を守ることにつながります。
＊日立市火災予防条例により設置が義務付け
   られています。詳しくは、下記QRをご覧
　ください。


